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令和元年第３回平取町議会臨時会 （開 会 午前９時３２分）

町長 (議会招集にあたりあいさつ）

事務局長 本日は、初議会でありますので議長が選出されるまでの間、地方自治法１０７
条の規定により、出席議員の中で年長の議員が臨時に議長の職務を行うことに
なっています。年長の四戸正彦議員を紹介します。四戸議員、議長席にお着き
願います。

臨時議長 皆さんおはようございます。ただいま紹介されました四戸でございます。地方
自治法第１０７条の規定により議長選挙が終わるまでの間、臨時に議長の職務
を行います。どうぞよろしくお願いいたします。
それではただいまから令和元年第３回平取町議会臨時会を開会いたします。直
ちに本日の会議を開きます。本日の出席議員は１２名で、会議は成立いたしま
す。
日程第１、仮議席の指定を行います。仮議席はただいまご着席の議席とします。
日程第２、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第
１２２条の規定により臨時議長において、木村英彦議員と萱野志朗議員を指名
いたします。
日程第３、選挙第１号議長の選挙を行います。選挙は投票で行います。議場の
入り口を閉めます。ただいまの出席議員は１２名です。次に立会人を指名しま
す。会議規則第３１条の規定により、立会人に金谷満議員と中川嘉久議員を指
名します。投票用紙を配布いたします。投票用紙の配布もれはございませんか。
（なしの声）
配布もれなしと認めます。投票箱を点検します。異常なしと認めます。念のた
め申し上げます。投票は、単記無記名でございます。事務局長が議員の自席に
投票箱を持参しますので、投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、投票願いま
す。
（投票）
投票もれはありませんか。
（なしの声）
投票もれなしと認めます。投票を終わります。金谷議員と中川議員、開票の立
ち会いをお願いいたします。
（開票）
選挙の結果を報告いたします。投票総数１２票。これは先ほどの出席議員に符
合しております。そのうち有効投票１２票。有効投票のうち、千葉良則君７票、
櫻井幹也君５票。以上のとおりです。この選挙の法定得票数は３票です。従っ
て、千葉良則君が議長に当選されました。議場の出入り口を開きます。ただい
ま議長に当選されました千葉良則君が議場におられます。会議規則第３２条第
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２項の規定により、当選の告知をします。千葉良則君。

千葉議員 （議長就任あいさつ）

臨時議長 これで臨時議長の職務は全部終了しました。ご協力ありがとうございました。
議長、議長席にお着き願います。

議長 それでは日程第４、会期の決定を議題といたします。
お諮りいたします。今臨時会の会期は本日１日としたいと思いますがご異議あ
りませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定いたしました。
次に日程第５、選挙第２号副議長の選挙を行います。
選挙は投票で行います。議場の出入り口を閉めます。ただいまの出席議員は１
２名です。次に立会人を指名いたします。会議規則第３１条の規定により、立
会人に高山修議員と井澤敏郎議員を指名いたします。これから投票用紙を配布
いたします。投票用紙の配布もれはありませんか。
（なしの声）
配布もれなしと認めます。投票箱を点検いたします。異常なしと認めます。念
のため申し上げます。投票は単記無記名でございます。事務局長が議員の自席
に投票箱を持参いたしますので、投票用紙に被選挙人の氏名を記載のうえ投票
を開始してください。
（投票）
投票もれはありませんか。
（なしの声）
投票もれなしと認めます。投票を終わります。高山議員と井澤議員、開票の立
会をお願いいたします。
（開票）
それでは選挙の結果を報告いたします。投票総数１２票。これは先ほどの出席
議員数に符合しております。そのうち有効投票１１票、無効投票１票。有効投
票のうち、松澤以久子君７票、高山修君４票。以上のとおりであります。この
選挙の法定得票数は３票です。従って、松澤以久子君が副議長に当選されまし
た。議場の出入り口を開きます。ただいま、副議長に当選されました松澤以久
子君が議場におられます。会議規則第３２条第２項の規定により当選の告知を
いたします。

松澤議員 議長。

議長 松澤議員。
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松澤議員 （副議長就任あいさつ）

議長 日程第６、選挙第３号常任委員会委員の選任を行います。
常任委員会の選任については、議会の運営に関する基準４１の規定により、選
考委員会の選考に基づき議長が指名推薦することとなっています。選考委員に
ついては、指名推薦による選出委員５名で構成することとなっていますが、今
回の選考委員５名の選出については、議長の指名により選出したいと思います
がご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、常任委員会委員の選出については選考委員５名
を議長において指名することに決定いたしました。選考委員といたしまして、
高山議員、松澤議員、四戸議員、櫻井議員、鈴木議員の以上５名を指名いたし
ます。休憩いたします。休憩中直ちに選考委員会を正副議長室において開き、
各常任委員会委員の選考をお願いいたします。

（休 憩 午前 ９時５５分）
（再 開 午前１０時０２分）

議長 再開いたします。常任委員の選考結果を選考委員会委員長より報告してくださ
い。四戸議員。

四戸議員 四戸です。先ほど開催されました各常任委員の選挙結果についてご報告申し上
げます。まず総務文教常任委員会委員、萱野議員、高山議員、井澤議員、四戸
議員、櫻井議員、千葉議員、以上です。次に産業厚生常任委員会委員、木村議
員、金谷議員、中川議員、松澤議員、藤澤議員、鈴木議員、以上のとおり選考
結果を報告いたしますので、議長よりお諮りをお願いいたします。

議長 ただいま選考委員会委員長より報告がありましたとおり、議長が指名すること
にご異議ございませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って常任委員は議長の指名のとおり選任することに決
定しました。休憩いたします。

（休 憩 午前１０時０３分）
（再 開 午前１０時０５分）

副議長 再開いたします。
日程第７、議長の常任委員辞任についてを議題とします。
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お諮りいたします。ただいま、総務文教常任委員会委員に選任されました千葉
議長から、常任委員を辞退したい旨の申し出がありました。議長はその責務上、
どの委員会にも出席する権限を有しているほか、可否同数の場合における採決
権など、議長固有の権限を考慮するとき、一つの委員会に委員として所属する
ことは適当ではないし、また行政実例でも議長については辞任を認めていると
ころでありますので、常任委員を辞任するものです。辞任について許可するこ
とにご異議ございませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、議長の総務文教常任委員の辞任については、許
可することに決定いたしました。休憩いたします。

（休 憩 午前１０時０６分）
（再 開 午前１０時０７分）

議長 それでは再開いたします。常任委員会委員長及び副委員長は、委員会条例第８
条第２項の規定により委員会において互選することになっております。休憩い
たします。休憩中に正副議長室で順次各委員会を開催し、委員長及び副委員長
の互選をお願いいたします。最初に総務文教常任委員会、次に産業厚生常任委
員会の順で直ちに開催してください。

（休 憩 午前１０時０７分）
（再 開 午前１０時１８分）

議長 それでは再開いたします。休憩中に開催されました各常任委員会において委員
長及び副委員長の互選が行われ、その結果の報告が手元に参りましたので報告
いたします。総務文教常任委員会、委員長、高山議員。
副委員長、萱野議員。
産業厚生常任委員長、中川議員。副委員長、木村議員。以上のとおり互選され
た旨、報告がありました。よろしくお願いいたします。日程第８、選挙第４号
議会運営委員会委員の選任を行います。議会運営委員会は議会運営等の全般に
ついて協議し、議長の諮問事項にも審議する委員会であります。委員会の構成
については議会の運営に関する基準１３８によって、副議長、各常任委員長及
び一般議員２名の合計５名となっております。また選任については、議会の運
営に関する基準４１の規定により、選考委員の選考に基づき議長が指名推薦す
ることとなっております。選考委員会については、指名推選による選出委員５
名で構成しますが、今回の選考委員５名の選出については、議長の推薦により、
選出したいと思いますがご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って議会運営委員会の選任については、選考委員５名
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を議長において指名することにいたします。選考委員として、高山議員、松澤
議員、四戸議員、櫻井議員、鈴木議員、以上の５名を指名いたします。休憩い
たします。休憩中、直ちに選考委員会を正副議長室で開き議会運営委員会委員
の選考をお願いいたします。

（休 憩 午前１０時２０分）
（再 開 午前１０時３０分）

議長 再開いたします。議会運営委員会の選考結果を選考委員会委員長より報告して
ください。四戸委員長。

四戸議員 先ほどの開催されました議会運営委員会の選考結果についてご報告いたしま
す。議会の運営に関する基準１３８先例１により、議会運営委員会の構成は副
議長、各常任委員長、一般議員２名となっていることを踏まえ、以下のとおり
選考いたしました。議会運営委員会委員、松澤議員、高山議員、中川議員、金
谷議員、櫻井議員、以上のとおり選考結果をご報告いたしますので議長よりお
諮りをお願いいたします。

議長 ただいま選考委員長から報告がありましたとおり、議長が指名することにご異
議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、議会運営委員会は議長の指名のとおり選任する
ことに決定しました。議会運営委員会の委員長、副委員長は、委員会条例第８
条第２項の規定により委員会において互選することになっております。休憩い
たします。休憩中、直ちに正副議長室で委員会を開催し委員長及び副委員長の
互選をお願いいたします。

（休 憩 午前１０時３２分）
（再 開 午前１０時３５分）

議長 それでは再開いたします。休憩中に、開催されました議会運営委員会におきま
して委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果報告が手元に参りましたの
で報告いたします。議会運営委員会委員長、櫻井議員。議会運営委員会副委員
長、金谷議員。以上のとおり互選された旨報告がありました。よろしくお願い
をいたします。休憩いたします。休憩中に、議員全員協議会及び議会運営委員
会の開催をお願いいたします。

（休 憩 午前１０時３６分）
（再 開 午前１１時０２分）
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議長 それでは再開いたします。
日程第９、選挙第５号胆振東部日高西部衛生組合議会議員の選挙を行います。
議会運営基準４１の規定によりまして、議長から指名をしますがご異議ありま
せんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。それでは指名いたします。胆振東部日高西部衛生組合議
会議員には、中川議員、高山議員を指名いたします。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしました中川議員、高山議員の
２名が胆振東部日高西部衛生組合議会議員に当選と決定いたしました。
次に日程第１０、選挙第６号日高西部消防組合議会議員の選挙を行います。議
会運営基準４１の規定によりまして、議長から指名をしますがご異議ありませ
んか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。それでは指名します。日高西部消防組合議会議員に、金
谷議員、松澤議員、四戸議員を指名します。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしました金谷議員、松澤議員、
四戸議員の３名が、日高西部消防組合議会議員に当選と決定しました。

議長 日程第１１、選挙第７号平取町外２町衛生施設組合議会議員の選挙を行います。
議会運営基準４１の規定により、議長から指名をしますがご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。それでは指名します。平取町外２町衛生施設組合議会議
員に、櫻井議員、藤澤議員、鈴木議員を指名します。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしました櫻井議員、藤澤議員、
鈴木議員の３名が平取町外２町衛生施設組合議会議員に当選と決定しました。
監査委員の選任に移ります。
日程第１２、議案第１号監査委員の選任についてを議題とします。四戸議員は、
地方自治法第１１７条の規定により除斥の対象となりますので、退場を求めま
す。議案第１号について提案理由の説明を求めます。町長。

町長 議案第１号監査委員の選任についてご説明を申し上げます。平取町監査委員に
次の者を選任したいので同意を求めるものでございます。同意を求める者は、
住所、沙流郡平取町本町７番地２、氏名、四戸正彦氏であります。生年月日は、
昭和２２年１０月４日７１歳でございます。裏面をご覧いただきたいと存じま
す。履歴概要でございますが、記載のとおりでございますので説明については
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省略をさせていただきますのでお目通し願いたいと思います。四戸氏につきま
しては、人格識見も高く適任者でございますので、選任同意を求めるものでご
ざいます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長

事務局長

お諮りいたします。本件に対する質疑討論を省略し採決したいと思います。ご
異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。四戸議員を監査委員として同意することに賛成の方挙手
願います。挙手多数でございます。従って日程第１２、議案第１号監査委員の
選任については同意することに決定しました。
日程第１３、議席の指定を行います。議席の指定については、議会の運営に関
する基準１２の規定により、議長は１２番、副議長は１１番とし、他の議員は
抽選により定めて議長が指定することになっています。先程、くじ棒による抽
選を行いましたので議席の抽選結果を事務局長より報告願います。

それでは、議席番号について報告いたします。１番、金谷議員。２番、高山議
員。３番、四戸議員。４番、中川議員。５番、木村議員。６番、櫻井議員。７
番、萱野議員。８番、井澤議員。９番、鈴木議員。１０番、藤澤議員。１１番、
松澤副議長。１２番、千葉議長。以上でございます。

議長 ただいま、事務局長から報告のとおり議席を指定し決定しました。
この議席は次の議会から使用いたします。
日程第１４、報告第１号専決処分報告についてを議題といたします。専決処分
内容について説明を求めます。税務課長。

税務課長 報告第１号専決処分報告についてご説明申し上げます。議案書１０ページをお
開き願います。平取町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、別
紙のとおり専決処分をいたしましたので地方自治法第１７９条第３項の規定に
基づき議会に報告し承認を求めようとするものであります。次ページをご覧く
ださい。平成３１年専決処分第１号平取町国民健康保険税条例の一部改正につ
きまして、平成３１年３月２９日地方自治法第１７９条第１項の規定により専
決処分をするものであります。それでは、専決処分理由をご説明申し上げます。
今回の改正は地方税法及び地方税法施行令の一部を改正する法律が平成３０年
３月２９日に交付されることに伴いまして、施行月日が平成３１年４月１日で
あるため平取町国民健康保険税条例の一部を改正するものでございます。改正
内容ですが、１点目として基礎課税額の課税限度額の引き上げ、２点目として
国民健康保険税の減額措置にかかる軽減判定所得の算定方法の見直しで加算額
を引き上げるものでございます。条文の改正内容につきましては、１３ページ
の新旧対照表によりましてご説明いたします。１３ページをご覧ください。新
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旧対照表の右側が現行、左側が改正案となります。下線の箇所がそれぞれ改正
となります。課税額第２条第２項の規定ですが、基礎課税額の課税限度額を現
行５８万円から６１万円に引き上げるものであります。健康保険税の減額第２
２条の規定におきましても、条文中５８万円を６１万円に改正するものであり
ます。同じく、国民健康保険税の減額第２２条の規定ですが、この条文は国民
健康保険税の減額措置にかかる軽減判定所得の算定方法の規定となっておりま
す。ここの加算額を引き上げる改正となります。第２項５割軽減世帯の軽減判
定所得の算定におきまして加算額を、被保険者１人当たり現行２７万５０００
円を２８万円にするものであります。１５ページをお開きください。第３項２
割軽減世帯の軽減判定所得の算定におきまして加算額を、被保険者１人当たり
現行５０万円を５１万円にするものであります。１２ページにお戻りください。
附則といたしまして、この条例は平成３１年４月１日から施行するものですが、
改正後の平取町国民健康保険税条例の規定は平成３１年度以後の年度分の国民
保険税について適用し、平成３０年度分までの国民健康保険税についてはなお
従前の例によるものとするところであります。以上説明を終了いたします。ご
承認賜りますようご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告のとおり承
認することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って、日程第１４、報告第１号専決処分報告については報告
のとおり承認することに決定しました。
日程第１０号、報告第２号専決処分報告についてを議題とします。専決処分内
容について説明を求めます。総務課長。

総務課長 報告第２号、専決処分報告についてご説明いたしますので議案書の１７ページ
をお開きください。平成３０年度平取町一般会計補正予算について、専決処分
をいたしましたので地方自治法第１７９条第３項の規定により議会に報告し承
認を求めるものでございます。１９ページをお開き願います。平成３０年度平
取町一般会計補正予算第１７号は次に定めるところによるものとするものであ
ります。第１条歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額にそれ
ぞれ７５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を７０億７０４６万８０００円に
したものです。第２項で歳入歳出予算の補正による款項の区分及び金額並びに
補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるものとするもの
であります。それでは歳入歳出事項別明細の歳出から説明いたしますので２３
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ページをお開きください。８款１項１目消防費の１９節負担金補助及び交付金、
日高西部消防組合負担金７５万円です。これは予算編成時の予想より大幅に火
災件数が増加したことによる消防団員の出動日当及び消防職員の時間外勤手当
が増加し予算に不足を生じることから行ったものです。歳出は以上です。次に
歳入について２２ページをご覧ください。１９款１項１目１節繰越金、金額７
５万円で今回の補正に関して必要となる財源を２９年度の繰越金から求めよう
とするものでございます。以上、地方自治法の規定により出動日当等の支給に
急を要することから地方自治法第１７９条第１項の規定により、３月２８日に
町長による専決処分を行ったもので同条第３項の規定によりその後に開かれた
直近の議会である本議会において、これを報告し承認を求めるものとするもの
であります。以上、報告第２号専決処分報告についてご説明申し上げましたの
で、ご承認くださるようよろしくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。藤澤議員。

藤澤議員 藤澤です。ただいまの説明に対して、この金額に対して、異議を唱えるもので
はございませんが私どもの町内で火災が多発したという現実を踏まえまして、
以後、現在、どのような処置を防災なり、啓蒙なりとられたか、雑駁で結構で
すがご説明をいただきたい。

議長 藤原消防署長。

消防署長 藤澤議員のご質問にお答えをいたします。１月２月３月におきまして、建物火
災が今までになく多発したことに対しまして、消防団伝達システムにある広報
並びに車両の広報、チラシにおきましてはまちだよりを活用するなど住民に対
して周知を行ったところであります。以上です。

議長 ほか質疑ございませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告のとおり承
認することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１５、報告第２号専決処分報告については報告ど
おり承認することに決定しました。
日程第１６、報告第３号専決処分報告についてを議題とします。専決処分内容
について説明を求めます。町民課長。
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町民課長 報告第３号、専決処分報告についてご説明いたします。２４ページ２５ページ
をご覧ください。平成３０年度平取町国民健康保険特別会計補正予算第５号に
ついて、平成３１年３月２９日に地方自治法第１７９条第１項の規定により専
決処分いたしましたので、同条第３項の規定により議会に報告し承認を求める
ものでございます。平成３０年度平取町国民健康保険特別会計補正予算第５号
についてご説明いたします。議案書の２６ページをご覧ください。平成３０年
度平取町国民健康保険特別会計補正予算第５号は次に定めるところによるもの
でございます。歳入歳出予算の補正でありますが、第１条は歳入歳出予算の総
額に歳入歳出それぞれ９５７万６０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ８億８３５万３０００円とするものでございます。２項は、歳
入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳
出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。今回の補正
の目的は、国民健康保険税が予算額を上回ることが見込まれ、さらに国民健康
保険事業費納付金の額が予算額を下回ることが確定したため、余剰金を平取町
国民健康保険給付費支払準備基金へ積み立てるためのものでございます。それ
では、歳入歳出予算事項別明細書の歳出からご説明いたしますので３０ページ
をお開きください。上段ですけれども、３款１項１目一般被保険者医療給付費
分１９節負担金補助及び交付金は、予算額１億６４６４万７０００円に２０３
万３０００円を減額し、１億６２６１万４０００円といたします。下段２目退
職被保険者等医療給付費分１９節負担金補助及び交付金は、予算額２０１万４
０００円に１２５万６０００円を減額し、７５万８０００円といたします。次
ページをご覧ください。上段２項２目退職被保険者等後期高齢者支援金等分１
９節負担金補助及び交付金は、予算額６８万１０００円に４２万３０００円を
減額し、２５万８０００円といたします。下段３項１目介護納付金分１９節負
担金補助及び交付金は、予算額２４２０万５０００円に１７１万１０００円を
減額し、２２４９万４０００円といたします。次ページをご覧ください。７款
１項１目基金積立金２５節積立金は、予算額１０００円に１４９９万９０００
円を追加し１５００万円といたします。次に歳入についてご説明いたします。
２９ページをご覧ください。１款１項１目一般被保険者国民健康保険税１節医
療給付費現年課税分に、６０６万８０００円を追加いたします。２節後期高齢
者支援金現年課税分に３５０万円を追加し、１目合計２億６３８万３０００円
といたします。５款１項１目利子及び配当金１節利子及び配当金に８０００円
を追加いたします。歳出でご説明いたしました国民健康保険税額が予算額を上
回ることが見込まれ、余剰金を平取町国民健康保険給付費支払準備基金へ積立
てるためのものでございます。以上で、報告第３号平成３０年度平取町国民健
康保険特別会計補正予算第５号に関する専決処分について、ご説明ご報告申し
上げましたのでよろしくお願い申し上げます。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
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（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告のとおり承
認することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って、日程第１６、報告第３号専決処分報告については報告
のとおり承認することに決定しました。
お諮りします。現在、平取町が直面している重要課題として平取ダム建設工事
の着工、新たな立法によるアイヌ文化を生かした地域振興支援等があります。
これらの重要課題に有効適切に対処するため、さらに議会活動を広く周知を図
るための特別委員会をそれぞれ設置し調査等を行いたいと考えます。特別委員
会は、沙流川総合開発特別委員会、アイヌ文化伝承推進特別委員会、広報広聴
特別委員会としたいと思います。特別委員会の設置についてを日程に追加し、
追加日程第１として議題としたいと思います。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、発議第１号を日程に追加し追加日程第１として
議題とすることに決定しました。
追加日程第１、発議第１号沙流川総合開発特別委員会、アイヌ文化伝承推進特
別委員会、広報広聴特別委員会の設置及び特別委員の選任についてを議題とし
ます。広報広聴特別委員会の構成は議会の運営に関する基準１１１先例２の規
定により議長を除く全議員となっています。この規定により、議長を除く全議
員を広報広聴特別委員会委員として議長が指名することに異議はありません
か。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、議長除く全議員を広報広聴特別委員会委員に選
任することに決定しました。その他の特別委員会の構成は、議会の運営に関す
る基準１１１先例１の規定により各５名となっています。また、委員の選出方
法については議会の運営に関する基準４１の規定により選考委員会の選考に基
づき議長が指名推薦することとなっています。このことについては、先に指名
し設置した選考委員会において、各特別委員会の委員を選考済みでありますの
で選考委員長から報告してください。四戸委員長。

四戸議員 先ほど開催しました各特別委員会委員の選考結果についてご報告いたします。
沙流川総合開発特別委員会委員、中川議員、高山議員、松澤議員、四戸議員、
藤澤議員。アイヌ文化伝承推進特別委員会委員、木村議員、萱野議員、金谷議
員、井澤議員、鈴木議員。以上のとおり選考結果を報告しますので議長よりお
諮りをお願いいたします。
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議長 ただいま選考委員長より報告がありましたとおり議長が指名することに異議あ
りませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、ただいま指名をしましたとおり各特別委員会委
員に選任することに決定しました。休憩いたします。休憩中に各特別委員会を
議長室で順次開催し、委員長及び副委員長の互選をお願いいたします。

（休 憩 午前１１時３１分）
（再 開 午前１１時５６分）

それでは再開いたします。休憩中に開催された各特別委員会において、委員長
及び副委員長の互選が行われその結果が手元に参りましたので報告いたしま
す。沙流川総合開発特別委員会委員長、藤澤議員。副委員長、高山議員。アイ
ヌ文化伝承特別委員会委員長、井澤議員。副委員長、萱野議員。広報広聴特別
委員会委員長、櫻井議員。副委員長、高山議員。以上のとおり互選された旨の
報告がありました。よろしくお願いいたします。それでは、お諮りします。承
認第１号各委員会の継続審査の申し出についてを日程に追加し、追加日程第２
として議題としたいと思います。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、承認第１号各委員会の閉会中の継続審査の申し
出についてを日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決定しまし
た。
追加日程第２、承認第１号各委員会の閉会中の継続審査の申し出についてを議
題とします。議会運営委員会委員長、各常任委員会委員長及び各特別委員会委
員長からそれぞれの委員会において、所管事務調査等を閉会中に継続審査及び
調査をしたい旨の申し出がありました。申出書はお手元に配布したとおりでご
ざいます。お諮りします。各委員長からの申し出のとおり閉会中に継続審査及
び調査等を実施することにご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、各委員長から申し出のとおり閉会中に継続審査
及び調査を実施することに決定いたしました。議案の審議状況を報告いたしま
す。選挙７件を執行しました。議案１件で原案可決１件。報告３件で承認３件。
指定１件で決定１件。発議１件で決定１件。承認１件で決定１件となっていま
す。以上で全日程を終了いたしましたので令和元年第３回平取町議会臨時会を
閉会いたします。お疲れ様でございました。

（閉 会 午前１１時５９分）
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